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は
じ
め
に

林
業
の
採
算
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

可
能
な
限
り
造
林
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
本
誌
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
苗
を
利
用
す
る
方
法

や
下
刈
り
作
業
の
削
減
も
、
造
林
コ
ス

ト
を
下
げ
る
た
め
の
個
別
技
術
で
す
。

こ
う
し
た
個
別
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、

一
つ
の
作
業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
現
場
に

適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き

な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
り
ま
す
。
本
稿

で
は
、
伐
採
と
植
栽
を
同
時
並
行
的
に

進
め
る
一
貫
作
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

が
始
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
貫
作
業
で
は
車
両
系
の
伐
出
機
械

を
活
用
し
、
集
材
作
業
で
使
用
し
た
グ

ラ
ッ
プ
ル
等
を
伐
採
跡
地
の
地
掩
え
に
、

ま
た
丸
太
の
搬
出
に
使
用
し
た
フ
ォ
ワ
ー

ダ
等
を
苗
木
の
運
搬
に
も
利
用
す
る
こ

と
で
、
作
業
の
空
き
時
間
(
機
械
の
待

ち
時
間
や
空
荷
で
の
走
行
等
)

の
解
消

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
図
2
)
。

九
州
地
域
で
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、

一
貫
作
業
を
導
入
し
た
こ
と
で
通
常
作

業
よ
り
も
地
据
え
は
六
分
の
一
か
ら
九

ト貰作業システム」

閥の耀退園■ 画
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2

"
貫
作
案
と
は
?

一
貫
作
業
は
、
密
着
造
林
や
一
括
発

注
方
式
と
も
言
わ
れ
、
伐
採
・
搬
出
作

業
と
ほ
ぼ
同
時
に
伐
採
跡
地
へ
の
地
据

え
と
植
栽
が
行
わ
れ
る
作
業
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す

(
図
1
)
。
こ
れ
を
分
か

り
や
す
く
言
え
ば
、
伐
採
作
業
現
場
で

後
ろ
を
振
り
返
る
と
伐
採
跡
地
で
植
栽

従来の作業方法

地掃え鵜喜
伐採"搬出

図1 一貫作業システムの概念図(九州の場合) 

出典:森林・林業の再生:再造林コストの削減に向けて(森林総合研究所九州支 

所、2012年11月) 

図2 一貫作業システムのイメージ 
出典:図1と同じ 

分
の
一
、
苗
木
植
栽
は
三
分
の
一
に
低

コ
ス
ト
化
で
き
る
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
の
傾
斜

が
3
 
0
度
以
下
で
路
網
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
の

林
業
機
械
の
使
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
(
注
一
)
。

九
州
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
ら
な
い
地

域
で
す
。
そ
の
た
め
、
普
通
苗
と
比
べ

て
植
栽
時
期
の
制
約
が
な
い
コ
ン
テ
ナ

苗
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
通
年
一

貫
作
業
が
可
能
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

林
業
事
業
体
に
と
っ
て
作
業
実
施
時
期

の
選
択
肢
が
拡
が
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

再
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
と
と
も
に
労
働

力
の
効
率
的
な
配
分
と
い
う
観
点
か
ら

も
有
利
と
言
え
ま
す
。

3

多
雪
地
帯
で
の
三
貴
作
業

そ
れ
で
は
、
九
州
と
は
異
な
り
冬
期

問
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
東
北
地
方

で
一
貫
作
業
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
森
林
総
合
研
究
所
と
秋
田
県
、
岩

手
県
、
山
形
県
、
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素

材
流
通
協
同
組
合
と
で
平
成
2
5
年
か
ら

3
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
(
農
林

水
産
業
・
食
品
産
業
科
学
技
術
研
究
推

進
事
業
「
東
北
地
方
の
多
雪
環
境
に
適

華
2015 June



し
た
低
コ
ス
ト
再
造
林
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

民
有
林
で
一
貫
作
業
の
実
証
試
験
を
行
っ

た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
事
業
規
模

で
実
施
し
た
多
雪
地
域
で
の
一
貫
作
業

の
旦
量
な
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

幾
つ
か
実
践
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

用

山
形
県
鶴
岡
市
で
の
実
施
例

ス
ギ
の
5
 
0
年
生
林
分
で
面
積
は
約
0
・

4
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
林
道
に
面
し
、

傾
斜
1
 
5
度
未
満
で
、
作
業
条
件
的
に
は

良
い
場
所
で
す
。
伐
採
後
、
機
械
地
掩

え
を
行
い
、
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
2
.
1
0
0
本
植
栽

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
作
業
功
程
を
従

来
型
作
業
(
人
力
地
掩
え
、
普
通
苗
を

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
2
.
4
0
0
本
植

栽
)
功
程
と
比
較
し
た
結
果
、
地
据
え

と
植
栽
費
用
が
共
に
従
来
型
作
業
の
4
3

%
ま
で
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、

コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
す
る
こ
と
で
苗
木

代
が
普
通
苗
よ
り
l
1
4
%
と
高
く
な

り
ま
し
た
が
、
地
捕
え
と
植
栽
費
用
の

削
減
分
を
加
え
る
と
、
全
体
と
し
て
は

従
来
型
作
業
の
約
7
 
3
%
で
実
施
で
き
ま

し
た
(
注
二
)
。

㈲

岩
手
県
と
青
森
県
で
の
実
施
例

岩
手
県
7
箇
所
、
と
青
森
県
2
箇
所

の
合
計
9
箇
所
で
の
実
証
事
例
で
は
、

山
形
県
と
同
様
に
地
据
え
に
重
機
を
使

用
し
、
カ
ラ
マ
ツ
と
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ

苗
を
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
1
.
5
0
0

本
か
ら
2
,
0
0
0
本
と
い
う
低
密
度

で
植
栽
し
ま
し
た
。
土
地
の
傾
斜
は
2
 
0

度
以
上
が
2
箇
所
、
そ
れ
以
外
は
2
 
0
度

未
満
で
し
た
。
調
査
の
結
果
、
地
掩
え

費
用
は
従
来
型
作
業
の
0
0
%
以
下
、
植

栽
費
用
は
ス
ギ
が
8
0
%
で
す
が
、
カ
ラ

マ
ツ
は
l
1
0
か
ら
1
2
0
%
と
高
く

な
り
ま
し
た
。
地
据
え
と
植
栽
作
業
合

計
の
費
用
で
は
、
従
来
型
よ
り
も
ス
ギ

で
4
0
か
ら
0
0
%
、
カ
ラ
マ
ツ
で
0
0
か
ら

8
0
%
に
削
減
可
能
で
あ
る
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た

(
注
三
)
。

4

普
及
の
課
題

(
ま
と
め
に

変
え
て
)

一
貫
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し

て
き
た
よ
う
に
再
造
林
コ
ス
ト
の
削
減

に
大
き
く
役
立
つ
方
法
と
言
え
ま
す
。

積
雪
地
で
も
、
従
来
の
作
業
方
法
と
比

べ
て
か
な
り
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
実
施
事
例
が
少
な
い
た
め
、

今
後
も
様
々
な
作
業
条
件
の
下
で
実
証

事
例
を
積
み
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
条
件

で
大
き
な
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
か
検
証

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
、
土
地
の
傾
斜
と
林
内
路
網
密
度
は
、

林
業
機
械
を
利
用
し
た
伐
採
作
業
と
連

携
し
た
地
掩
え
・
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
の

低
コ
ス
ト
化
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

か
ら
、
様
々
な
条
件
で
の
実
施
事
例
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
委
託
の
慣

行
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

多
く
の
場
合
、
伐
採
と
そ
の
後
の
造
林

作
業
は
別
々
の
林
業
事
業
体
が
担
っ
て

き
ま
し
た
。
伐
採
は
専
門
業
者
に
依
頼

し
、
造
林
は
森
林
組
合
に
任
せ
る
と
い

う
の
が
典
型
的
な
例
で
す
。
伐
採
と
造

林
を
ど
ち
ら
も
行
う
事
業
体
は
、
伐
採

後
の
植
栽
も
考
え
た
一
連
の
作
業
と
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
一

貫
作
業
の
基
盤
が
で
き
て
い
る
わ
け
で

す
。
一
方
、
作
業
主
体
が
伐
採
と
造
林

で
異
な
る
場
合
は
、
両
者
の
連
携
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
伐
採
後

の
植
栽
が
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
、
事
業
主
体
が
異
な
る
場
合
で
も
一

貫
作
業
が
行
え
る
よ
う
な
連
携
の
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

秋
田
県
で
は
、
一
貫
作
業
の
取
組
に
助

成
す
る
と
い
う
、
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
る
施
策
を
導
入
し
ま
す
。
そ
の
効
果

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

(
注
)

一
、
森
林
・
林
業
の
再
生
‥
再
造
林
コ

ス
ト
の
削
減
に
向
け
て

(
森
林
総
合

研
究
所
九
州
支
所
、
2
0
1
2
年
1
 
1

月
)

二
、
渡
部
公
一
「
山
形
県
で
実
施
し
た

一
貫
作
業
と
功
程
解
析
」

(
農
林
水

産
業
・
食
品
産
業
科
学
技
術
研
究
推

進
事
業
「
東
北
地
方
の
多
雪
環
境
に

適
し
た
低
コ
ス
ト
再
造
林
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」
実
践
報
告
セ
ミ
ナ
ー
「
実

施
し
て
み
た
東
北
の
低
コ
ス
ト
再
造

林
」
要
旨
集
、
2
0
1
4
年
n
月
)

三
、
外
舘
聖
人
朗
「
重
機
使
用
地
掩
作

業
と
コ
ン
テ
ナ
苗
低
密
度
植
栽
に
よ

る
低
コ
ス
ト
再
造
林
」

(
第
1
9
国
東

北
森
林
科
学
会
大
会
講
演
要
旨
集
、

2
0
1
4
年
9
月
)

昭


